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問 1

( い ) 与 式 =品
(2) 与 式 = 9 - 3

=点
( 3) 与 式 = 2√5 - 3√5

=
一√5
us

問 2
y = axtb とおくと 、傾 きが 一 3 なので

a

= - 3

よって Y = ー 3xtb に ( 2
,

0 ) を代入 して
0 = - 3 × 2 tb -

: b = 6

したがって 、 Y = - 3 x+
6mmn

問 3

500本中
、 不良品が 2 本 なので 、 その 割合 は

品 =

2世 ーの

50000本中
、 不良品 を x本 とすると 、その割合 は

00ー②

①=② と 推定 して

50=。



⇐ x = 50000 ×
25t

= 200

よって
、

およそ 200本 が不良品 なので、 出荷 できる
鉛筆 の本数 は

50000 - 200 = 49800本
mm

問 4
Lx は BC に対 する 円周角 、 < BOC =160 は BC に

対 する 中心角 より
Lx = 160 ÷ 2

= 80m

問 5
14

.

0 ~ 14 . 5 の 累積度数は
3 t 3 + 9 t 8 = 23 人

m

問 6

ab : 縦入横 なので 、 長方形 の面積～

2 latbl = atatbtb より 長方形 の 周 の長さ
…

～



髑
い 13 15 17

24 28 32

52 60

い 2

よって 4段 目 は 112 で 112 ÷ 16 = 7 より
mn の

112 は 16 × 7 と 表 すことができる
②

問 2
3 段目 の 数 は 、 それぞれ

4( n + 4 ) ← ( 4 n + 8 ) = 8 n + 12

44 n + 8 ) ← ( 4 n + 12 ) = 8 n + 20

であるから
、 4 段目 の数 は

( 8n + 12) + ( 8n t201 = 16 n +32
= 16 ( n + 2 )

n + 2 は 整数だから
、

16 ( n +2) は 16 の 倍数である

問 3

連続 する 5 つの偶数 を
、

2 n 、
2 n + 2 ,

2n + 4 ,

2n + 6 , 2 nt 8 とする 、 ただし n は整数である



ァ ィ ゥ 工 才
2n 2 n + 2 2 n + 4 2nt 6 2 n +8

4nt 2 4 nt 6 4n + 10 4 n + 14

8 nt 8 8n + 16 8n +24

16 n + 24 i 6 n + 40

32 n + 64

32 n + 64 = 32 ( n + 2 ) より 5 段目 の 数 は 、 32 の

倍数 になる g

また 、 1段目 のうち 、

いずれか 2 つをとって 和 を

とると
、
4 n +□ の 形 となる。

32 n + 64 =% ( 4 n + 8 )
~

4 n + 8 =+ 2 nt 8 )オ
= 2 n+2 m + 2nt6
= (2n +4 + (2 n +4
)

;

だが搭院回③) となり 安⑮ (ウのいずれか
m



㉛
問= axにつ =ろ 。 ㎡ 5 を 代入 して

B = a × 32

∞ 9 a = 5
i : a =

Bx $
=点

問 2
= 4 に 対応 する 点 は

、

E
、Fw

問 3

()

ア
、
秒速 xm で 2 秒間進んだので、 進んだ距離は
2xm m

イ AP 間 が 2xmPB間 が 8 xm であり

AB間 は 10m だから

2xt $ x = 10
mmmmn



(に )2 x t 8x = 10
16 x t x- 80 = 0

=2 x
t

16x - 80 = 0

□ (x - 47(x + 20 ) = 0

: .x = 4
,

- 20

x 70 より x = 4
.

よって 、 ブレーキをかけるまでの自転車 の 速 さは
、

秒速 4mmmmm

また、 ブレーキをかけてから 停止するまでの距離は

Y =£
x㎡ に℃= 4 を代入 して

= ま ×2

= 8 × 16

= 2

よって
、

ブレーキをかけてから 停止するまでの距離は
2mmm

④ ②
@ B

問 1

し) 咸
0

卡 A



① AF を 中心 として、 半径 AF の 円 を描く

⇒ 交 点 が E
⇒ 円 の半径 よりAF = AE = EF で 正角形

②
A とのの 交点を 線で 結びOB との 交点が C -

(2 )

LCOA = 3~ ア

‰ OACD は 正三角形より
LCAO = 6mイ

130,21609 ,60 ℃LCDA = LACD = 60m
～

よって

LODC
～

= 180 ~ -60 =12
'

OCOD の 内角 の和 は 180より
∠ DCO = 180 - (30~+ /20

~ /

= 300

よって 、 COCA = 30~+60
'
= 9~

ウ

L DOC= LDCO = 30 Fり □ ODC は DO = DC の

=等込角形
、

また 、OACDは 正角形
、

よって

DO = DC =AD = AC .

よって

OA - AC = ( DOtAD ) : AC
= 2 : 1

MI mォ



ここで O A = 10 cm より
10 : AC = 2 : 1

=⇒ 2AC = 10

. . AC = 5 cm
劣

C

5 Cから DA に乗線を 下ろした足 を H
とすると 、 H はDA の中点 より

↑

:
DA = 25 cm

D 1 5 H A
Ʃ

OCDH で 平方 の 定理 より

D感”?崎望
したがって OACD の面積 は

上 × 5 × 253 =響 c㎡
mm

問 2
Po = PR より OPOR は 二等辺角形 だから
LPOR = CPRO = 30 ーの

<RPQ は OPOR の 外角 であるから
< RPQ = LPOR +< PRO ー ②



①
. ② より
LRPQ = 30~+ 30= 60 ー③

PQ = PR より OPQR はニ等辺角形 だから
、

< PQR = LPRQ
よって ③ より
< PQR = LPRQ = ( 180~- ℃ RPQ ) : 2 =60 ー④

③
.
④ より

LPQR = -LPRQ =LRP

角形の 3 つの 角 が 等 しいので 、 OPQR は
正角形 である (証明終わり )

⑤
問 1

フルーツが 3通 り 、 ソースが 3通りより 、ホットケーキ
の種類 は 3 × 3 = 9通り

m

このうち 、 フルーツがイチゴゴ
ソースがチョコレートとなるのは 1通りんだから、

求

める

確率は点
問 2
いホットケーキ X の直径 とホットケーキとの直径 の 比は

6 : 12 = 1 : 2

ナットケーキ X とホットケーキ Y は 相似な 円柱 であり
相似 な 立体 の 体積比は相似比の 3乗 に等 しいので



体積比は

13 - . 23 = 1

よって
、

ホットケーキ Y 1 個の 体積は 、 ホットケーキメ
3個 の合計 の 体積 より 大きいよって…

(2 )

商品 A の 値段 は 、ホットケーキ X の値段 の 4倍なので
商品 A の 体積 は、ナットケーキ X の体積 の 4倍で

あれば 良 いよって
、
ホットケーキ Z の 体積 は

、

ホットケーキ X の 体積 の 3 倍である 。
ホットケーキ X の 体積 は

3 × 3 × Tπ× 1 = 9π

よってホットケーキ Z の 体積は27 πである 、ホットケーキ Z
の半径 を 2xcm とすると
～

x× x ×π×1 = 2 . 7π
∞ x
= 27

<
: x =±33

x 70 よりが=径
したがってホットケーキ Z の 直径 は

3√3 × 2 = 63cmmm



また
X の 直径
mm

= との 直径 = にい
6cm

より Y の直径 = 6 m

したがって
X の 体積 = 3 × 3 ×π× 1 = 27π

Yの 体積 = 3 n × 3n ×π× 1 = 27 n㎡π

よって 、商品 A の体積は

217π+ 27 nπ= 27π( 1 +㎡ )

したがって
X の 体積: 商品 A の 体積= 217π= 27π ( 1 t㎡ )

= 1 に ( 1 tn ㎡)

体積 と 値段 はともに 比例 するから

X の 値段 : 商品 A の 値段 = にグ+
w

ェ

にすれば 良 い


